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SnO2量を０～100％まで変化させた高密度In2OS n O2





が限られているという問題があった。一方、本研究で

はバルキーなアザフェロセンと１置換アニリノ基を有

するイミノ基を結合させたアザフェロセニルイミンＮ

ｉ錯体がポリエチレンを与えることを見出した。メチ

ルアルミノキサンを助触媒とし、エチレン１～４

MPa下で重合を行った。Ｎ－アリール基の２位置換

基が大きくなる程生成するポリマーの分子量も増大す

ることがわかった。活性はイソプロピル基の場合に最

大となり、7.0Kg/Ni･mmol,hの活性が得られた（エチ

レン圧；１MPa）。また分子量はトリメチルシリル基

の場合に最大となり、ＭＷが40万となった（エチレン
圧；１MPa）。生成したポリエチレンはDuPontのジイ

ミンNi錯体と比較し、分子量分布が４でより広く、

さらにメチル分岐数も最大63で２倍近く増大し、より

ゴムに近い性状となった。
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